
令和２年（２０２０年）３月１日（日曜日）

安倍 晋三 総裁 二階 俊博 幹事長

ことができました。人生100年時代へ全ての世代が
安心できる社会を創り上げてまいります。
　７月には東京オリンピック・パラリンピックが開
催されます。躍動感がみなぎる絶好のタイミングに
あって、未来を見据えながら大きな改革に挑戦し、
新たな国創りを進めてまいります。
　その道しるべとなるのが憲法です。国会議論を通
じ皆さまへの責任を果たしていく決意です。

　令和に入って２年目となる今
年、わが党は政権政党として、
引き続き山積する内外の諸課題
に真正面から向き合い、新しい
時代を、皆さまとともに切り拓
いてまいります。
　昨年は幼児教育・保育の無償
化が実現し、最大の課題・少子
高齢化に大きな一歩を踏み出す

ならびに「令和２年度予算案」を速やかに成立させ
ることが不可欠です。
　安倍内閣は８年目を迎え、国内外から高い評価を
頂いていますが、大切なことは「謙虚」「丁寧」で
あり続けることです。
　「謙虚に学び、丁寧に説明する」という姿勢を改
めて心に刻み、国民の皆さまならびに党員・党友の
皆さまとともに政治を前に進めてまいります。

　近年、これまでの想定を超え
た自然災害が頻発しており、防
災・減災、国土強靭化の重要性
はますます増しています。通常
国会では、昨年相次いだ大雨や
台風被害からの復旧・復興対策
をはじめ、経済の下振れリスク
の回避や未来への投資を盛り込
んだ「令和元年度補正予算案」
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佐藤ゆかりさんプロフィル
・�環境副大臣、経済学博士。総務副大臣、経済産
業大臣政務官、産業構造審議会委員、中央大学
大学院客員教授などを歴任。平成１７年衆議院
議員に初当選、現在党大阪府第１１選挙区支部
長・衆議院議員（国会議員勤続１４年）。
・�コロンビア大学政治学部学士号、同大学院国際
関係学科修士号、ジュネーブ大学大学院開発学
研究所サーティフィケート、ニューヨーク大学
経済学博士号取得。
・�シティグループ証券、Ｊ．Ｐ．モルガン証券など
を経て、クレディスイス証券経済調査部長とし
て、主要機関投資家エコノミストランキング日
本部門全米第２位獲得。
・�国益を守り、堪能な英語で経済交渉する新しい
保守政治家。

環境副大臣
衆議院議員
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　私たち自民党は、日本の平和と繁
栄をこれからも守り抜きます。希望
にあふれ、誇りある日本を創り上
げ、次の世代へと引き渡す。その責
任を、全力で果たしていきます。
　ぜひ党員になって、私たちと一緒
に日本の明日を切り拓いていきまし
ょう。

【入党資格】
　○わが党の綱領、主義、政策等に
賛同される方

　○満18歳以上で日本国籍を有する方
　○他の政党の党籍を持たない方

【党費】
　○一般党員　年額4,000円
　○家族党員　年額2,000円

　お申し込みは、1面下部の事務所
までご連絡ください。また、党ＨＰ
からもお申し込みいただけます。

（平成30年党員数　1,100,879人）

改正案を議論し、国民の皆さまにお示しする責任は、国会議員にあります。しっかりとその役割を、自民党は果たします。

平成３０年６月の大阪北部地震では、枚方・交野の
両市長から初期被災状況を確認した私は、地震発生
の２時間後には菅義偉官房長官に、被災状況の第一
報を電話報告し、両市への迅速な救援対応と災害救
助法の適用を要請しました。土砂崩れの被災住宅や

避難所生活の皆さまへの
慰問・状況聴取や国と市
への橋渡しなどの対応に
追われながら、枚方市・
交野市による災害対応へ
の財源補てんである国の特別交付税も、総務省
で増額と前倒し支給を決定させて頂きました。
私は、地元に絶えず寄り添う、温かい政治を常
に貫いてまいります。

令和２年年明け最大の朗報は、枚方市駅周辺地域の「都市再生緊急整備地域」
への国の「指定」でした。一昨年２月、内閣府が全国５カ所に絞り込んだ「候
補地域」から厳しい自治体競争を経て
の決定、市の当初計画になかったビオ
ルネと関西医科大も私から国に伝え、
「指定」エリアに入れて頂きました。
これで枚方市も国の大型予算と減税の
枠組みを活用可能になります。今年２
月枚方市が行った「ゼロカーボンシテ
ィ宣言」に対して私からも、市駅周辺
再開発における電柱地中化や耐熱性の
高いグリーンビルなどの環境イノベー
ション技術への国の支援を紹介し、未
来都市枚方を創生してまいります。

長年の街の悲願であ
った淀川橋梁の建
設。平成２７年３月、
私は北大阪商工会議
所の正副会頭をお連
れし太田昭宏国土交
通大臣（当時）を訪ねて国交省を説得。その約２
カ月後、道路局長から橋（牧野高槻線）の建設決
定の報告が私にあり、総事業費約２５０億円の事
業化に向けた動きが始まりました。令和２年度
に現地測量、３年度以降本設計に進む予定です。

星田北・星田駅北地域の区画整理事業は、交野
市と枚方市東部を結ぶ礎として重要な事業で
す。私が大阪１１区で当選した時、少子高齢化
で駅前集約を図る国の「コンパクトシティー」
施策の適用で、交野市は国との交渉に難航して
いました。そこで私は国交省に対して枚方高田
地域にも利便性を広げるなどの多面的機能の拠
点形成の重要性を訴え、「コンパクト＋ネット
ワーク」という新たな政策概念が生まれて、星
田案件の採択と大型国家予算の実現、現在の事

業進行に至って
います。この事
業の完成まで、
私は国の予算獲
得を着実に行っ
てまいります。

新名神高速枚方
区間スマートＩ
Ｃの建設も、イ
ンターのない平
成８年事業計画
の決定以降、街
の悲願となって
います。昨年、枚方市の経済界・医療界１６団
体の個別要望を私の所で一本化し、伏見枚方市
長と石井啓一国土交通大臣（当時）に皆で要望。
この結果、枚方市が行った追加道路調査で建設

の必要性が認め
られ、今後は費
用対効果を高め
る規制緩和につ
いて私と国交省
と で 折 衝 中 で
す。

環境副大臣・衆議院議員佐藤ゆかり氏が語る

「「絶えず地元のため初志貫徹絶えず地元のため初志貫徹!!」」
1. 迅速な災害対応でいのちを守る 2. 枚方市駅周辺緊急整備、いよいよ国が指定

3. 自公の力で淀川橋梁建設決定 4. 星田地域に国の大型予算投入 5. 新名神高速に枚方ＩＣ設置を

　衆議院議員佐藤ゆかりさんは、大阪１１区（枚方市・交野市）において、与党の実行力ともち前の行動力で、災害対応やインフラ整備はもとより、きめ細やかな医
療介護・育児教育現場への国の予算支援など、あらゆる課題にひとつひとつ丁寧に、精力的に応えています。佐藤ゆかりさんのその地域貢献の一端をご覧下さい。

平成３０年６月２２日　大阪府北部地
震対応への連携のため、枚方市災害
対策本部会議に出席、枚方市長・市
役所職員を激励（枚方市）

平成３０年６月２２日　大阪府北部地震枚方
市災害対策本部会議に出席、自民党枚方市
議とともに市の協議内容を聞く（枚方市）

令和２年１月２１日　枚方市駅周辺「都市再生緊急整備地
域指定」エリア地図（内閣府公表資料）

平成２７年３月１９日　太田国交大臣（当
時）に牧野高槻線の地図を示しながら淀
川橋梁建設候補地を説明（東京）

平成２７年３月１９日　北大阪商工会議所正副会頭らとともに太田国交大臣（当
時）を訪問、淀川橋梁の必要性を説明し、要望書を手交（東京）

平成２８年６月１０日　星田北・
星田駅北区画整理事業の現地
を交野市職員と視察（交野市）

令和元年７月２９日　石井国交大臣（当時）に新名
神高速枚方区間 スマートＩＣ建設の必要性を説明
し、署名１６団体の代表らで要望書を手交（東京）

令和元年７月２４日　伏見枚方市長に新名神高速枚
方区間 スマートＩＣ建設の必要性を説明し、市長
から追加道路調査の約束を引き出す（枚方市）


